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◆内裏南辺地区の調査
一第83-7次。第83-12次

１はじめに

内裏南辺地IXにあたる雌醐池南岸で、現状変更に1､う

事前調秀を２件実施した。第83-7次調炎は擁確改修に、

第83-12次調査はIlIi端の取水'1改修に伴うものである｡第

83-7次調在地は内裏内郭の南辺に位限し南を限る施設や

第１８．２０次調在（『概報』６．８）で検川した先行朱稚

大路SFl920､南北大櫛SDl901Aの存ｲlﾐが1多想された。内

製外郭施設は、第２．４．１１．２２．５５．５８．６１．７０次洲

査（『報告』１．Ⅲ、『概洲５．９．１８．２０．２１．２３）

や、奈良県教育委只会の洲在（『藤原剛奈良県１９６９

年）によって、北1mが掘立柱単廊、東・IJli・'柳Iiiが掘立

柱塀で、南の塀は!'ﾘj堂院北IljI廊のIIij塊に取り付くことが

分かっている。規模は、東IIIi303m、南北378ｍ、柱間は

約３ｍ等間である。外郭内は、南､ド分で洲ｲfが進んでい

るが、確認された建物は少ない。東側には、桁行８間、

梁間２間以上の掘立柱南北棟建物SB6052とI{ﾘ雌院北lIIl廊

に接して桁行６間以ｋ､梁間'1間の礎ｲi述束１１ﾘ棟SB530が

ある。ｉｌＩｉ側には、桁行７間、梁間２間の掘立柱南北棟建

物SB1751があるのみ。内郭では、ル1位柱進物SB2230→

東西塀SA2231→東西塀SA2232の２１u1の建て枠えが確認

された。また奈良県の調奄では外郭の北単廊から約18.5

ｍ南で、柱間約３ｍの東Ｉ)!i塀SA125を確認している（似’

14参照)。内袈は、その''1心に醍棚池が位fltするが、今

Inlの発掘により、池岸においては、世術が比較的良く残

っている状況が確認できた。

２基本層序

第83-7次調査地の雄本的な士屑は、茶褐色粗砂（池の

堆秋士）・茶灰褐色上、その下に、ＩｌＩｉ側では茶褐色砂衝

-上・灰褐色粘質土・黄褐色微砂、東側では陪灰褐色粘質

上・'1細f掲色上が堆械する。地衣１，ド0.2～0.3ｍの茶褐

色砂蘭'二または暗灰褐色粘質この上Iiiiで遺構を検出し

た。第83-12次洲f地は、深さ１ｍ以上にも及ぶ池の堆瀧

ｔで被われ、池底は碓I認していない◎北トレンチの両端

部にわずかにⅡl池岸が残るが､その部分では厚さ0.2ｍ稗

の世物含包ﾙイ（暗灰褐色粘質上）の下に黄褐色粘土の遺

椛1ｍ（標高68ｍ）を確認した。

３検出遺構

検出した辿構は、IIi戦時代、藤原富直前期、藤原寓期、

雌原寓期以降の４時期に大別できる（図１５．１７)。

Ｉｌｉ戦時代の遺櫛

櫛'1条、上坑l雄がある。SD8862は洲ｲiiE区四端にある。

IIlII1約1.5ｍ以上、深さ約().4ｍ以上の南から北に流れる、

然流路である。洲在低の刺Ｉでも、ｒＩ然流路３条を検出

した。いずれも地形に沿い南東から北西に流れる。

SD8863、SD8864、ＳＩ)8865の111【(に新しい。SD8863は''１Ｍ

２ｍ以上、深さ().2ｍ、ＳＩ)886《lは'''1110.6ｍ以上､深さ0.3ｍ、

SD8865はI脇１ｍ前後､深さ０．３ｍである。ＳＫ８８６７は

SD8863のIIli北にあり、艮辺が0.8ｍほどの不盤形の士坑で

ある。雌|畠から少並の弧忠器片が川･Ｉ良した。

藤原宮直前期の遺椛

先行朱椎大路SFl92()の東側満SDl921と南北大瀧

SDl901Aがある◎SDl921はl脇１ｍ、深さ0.6ｍで、南北

約３，分検出。それより北は削､Fされて残っていない。

lJwに灰褐色微妙、Ｗに茶灰色粗砂が唯砿する。

SDl901Aは､膝原宮・京の造営に関わる盗材逆搬のた

めの逆iIlI遺櫛と巷えられる。今ＩｌＩＩは、南北約10ｍを検出

し、約２，分について渉底まで州111）ドげた。I隅５ｍ､深

さ1.6ｍある。従来111様、波岸施I没はない。櫛内のl洞は

４１Ｗに人別できる。ド1Ｗは厚さ0.4ｍほどで粗砂が堆甜

奈文研確報／l99S-ll l7



図１４内裏地区の遺構図および調査位置図１：２０００
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図１７第８３－７次調査造構図１：２００

図１５第83-12次調査遺構図１：１００

し､かなりの水並があったことを示す｡''1ﾙiは厚さ0.6ｍほど

で、粘土や粗砂が互屑に堆積する。’'１１Wの上面には多'１１:の

木片や木屑を含む。上１Ｗ（厚さ0.4ｍ）と岐上肘（黄褐色粘

土、厚さ0.2ｍ）は、藤原宮の造徴時に、一気に埋め立てた

整地士と考えられる。上屑と厳上＃iiの間には、多雌の丸・

平瓦を敷き詰めるように投棄している。妓上屑は略くしま

っており、池の水に洗われることなく、この部分だけが島

状に盛り上がって残っていた。これらの仕事はSDl901A埋

め立て時に不同沈下を防ぐ'三Ｉ的で行われたと考える。今ｌＩＩＩ

確認したSDl901Aは、上流の南側延長部分（幅６～７ｍ、

深さ約２ｍ）や下流の北側延長部分（IllN7m，深さ1.4ｍ以

上）より、規模が一同I)小さい（図18)。

藤原宮期の遺構

東西塀２条がある。２条とも、SD1921やSD1901Aを埋

め立てた後に作られている。掘立柱東西塀SA8877は、洲

査区西側で４間分、さらに束端でも柱穴１個を検出した。

柱間は約３ｍ等間である。柱穴はｌ辺ｌ～1.2ｍの方形で検

出而からの深さは、0.5ｍほどである。仮に、SD1901Aの

上を覆う整地土の上面が藤原宮期の地表面に近いとする

と、深さは、ｌ～1.2ｍほどになる。柱抜取穴の埋上にのみ

図１６南北塀SABB77と下層の満ＳＤ１ｇＯ１Ａ・ＳＤ１ｇ２１西から

丸・平凡が含まれる。SA8877を東へ延艮すると22次調

査で検川したSB2230の身舎の北側柱列に揃うので、ここ

までは延びないようである。掘立柱東IIq塀SA8866は、

SA8877の伽.2ｍに位価する。柱間は約３ｍ等間で柱筋

がSA8877と揃う。911M分検11{・柱穴は一辺0.5ｍの方形

で、検IlIliiiからの深さは、0.2～0.3ｍ程である。本来の

深さは､0.5ｍ以上はあったのだろう。SA8866を束へ延長

すると22次洲在区にかかるが、ここでは検出されていな

い。２条の火IIli塀がlil時併存するのか、前後関係がある

のか明らかにできなかった。

第83-12調杏地では、北端で東西方向のｲi組祇SD8880

を検出したのみである。

Ｙ－１７．４１Ｃ Y･'7.39(】
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遺物には土器、瓦、木製品がある。

瓦嬉類軒瓦、丸・平瓦、切面戸瓦、噂がある。軒丸瓦

は、6273B、6273,,6281Ａが各１点、軒平瓦は6641Eが

４点、6643Cが１点、6646,が２点、丸瓦は、226点、５３

kg、平瓦は、333点､72kgが出土した。丸・平瓦の大半は

粘土紐巻きつけ作りである。SD1901Aの雌上届と上屑か

らは、6273,,6643C、6646,、丸瓦（82点､25kg)、平瓦

(94点、３３kg)、中・下層からは、軒瓦は出土せず丸瓦

(３点、0.5kg）と平瓦（９点、0.4kg）が出土した。この

他、醍醐池岸辺で、遺物の採集をしたところ、南岸に波

密な瓦の散布を認めることができ、軒丸瓦6275,1点と

6281Ａ２点、軒平瓦6641Ｆ３点と6646,1点、丸瓦66点４１

kg、平瓦97点25kgを採集した。

木製品SD1901Aの下届から曲物と横櫛が出土した。木

簡は、SD1901Aの下屑から１点出土した。断片のため釈

読はできない。

図１８連7ｑｌＳＤ１ＳＬ

藤原富期以降の遺構

調査区中央北辺に素掘井戸SE8868がある。円形で、直

径２ｍ、深さは0.7ｍである。南半のみ検出。出土遺物が

少ないので時期ははっきりしないが、池の堆硫土直下で

検出した。醍醐池築造前に作られた野井戸であろう。

大極殿院北同廊や内裏北単廊などとの南北距離は以下の

ようになる（図18)。

SA8877とＳＡ８８６６4.2m

SA8877と大極殿院北回廊（心心）l8m

SA8877とSA125約179ｍ

ＳＡｌ２５と内裏北単廊（心心）約18.5ｍ

ここで、特に注'1されるのは､SA8877とSAl25の南北

距離が約179ｍになることである。これは、平城宮内裏

(１期）外郭の南北距離176.7ｍに近い。また､ともに外側

の区画施設から内側へ18ｍの位置にあり、柱間が３ｍで

同じような大きさの掘形をもつ。これらのことから、藤

原宮内裏の内郭を囲む北と南の塀である可能性がある。

ただし、東と西を限る塀は、未検出のため、東西の長さ

は不明である。また内郭のl櫛を限る塀SA8866とSA8877

の関係についても明らかにできなかった。２２次調査で検

出した塀（SA2231・SA2232）の西への延長も含めて、内

郭を限る区而施設についてはさらに検討が必要である。

（伊藤敬太郎）

４造物

蕊 …
図１９調査風景背後の森が大極殿北から
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５まとめ

今回の調査の成果と今後の課題を以下に列記する。

ｌ醍醐池の岸際には、遺構が比較的良く残っているこ

とが確認できた。

２藤原宮期直前の、先行朱雀大路束側溝SD1921と南北

大溝SDl901Aを検出した。ともに、藤原宮造営に先立っ

て埋め立てられており、SD1901Aの最上屑・上層からは、

多量の瓦類が出土した。

３藤原宮期の東西塀２条を確認した。この２条の塀と


